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(57)【要約】
　調整可能フィルタは、制御信号に応答して、地理的ロ
ケーション、周波数スペクトル情報、および、二次的内
部無線のステータスのうちの少なくとも１つに基づいて
、調整可能フィルタの周波数応答を変更する。制御信号
は、パス帯域の中央を、第１の中央周波数から、第２の
中央周波数へとシフトしてもよく、および／または、パ
ス帯域の帯域幅を、第１の帯域幅から第２の帯域幅へと
変更してもよい。受信機は、制御信号に応答する調整可
能フィルタと、地理的ロケーションに基づいて、制御信
号を発生させることによって、調整可能フィルタの周波
数応答を選択するように構成されている制御装置とを具
備する。１つの観点では、地理的ロケーションは、受信
機の動作の領域を示し、周波数応答は領域にしたがって
選択される。
【選択図】図１Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス受信機において、
　制御信号に応答して、調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する調整可能受信
帯域フィルタと、
　前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、前記制御信号を発生させるよ
うに構成されている制御装置と
を具備するワイヤレス受信機。
【請求項２】
　前記周波数応答は、ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、パス帯域
内の周波数を有している所望の信号より多く減衰させるためのパス帯域およびストップ帯
域を含み、
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、第１の中央周波数におい
てパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中央周波数においてパス帯域
の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答を選択する、請求項１記載
のワイヤレス受信機。
【請求項３】
　前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、第２の帯域
幅を有する、請求項２記載のワイヤレス受信機。
【請求項４】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、複数の領域周波数応答の
うちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有する第１の領
域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有する第２の領
域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、請求項３記載のワイヤレス受信機。
【請求項５】
　前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定されている
、請求項４記載のワイヤレス受信機。
【請求項６】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、少なくとも１つの
割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づいて、周波数
応答を選択する、請求項４記載のワイヤレス受信機。
【請求項７】
　ロケーション情報は、ワイヤレス受信機の地理的ロケーションを示しているグローバル
ポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機から受信される、請求項１記載のワイヤレス受
信機。
【請求項８】
　前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、請求項７記載のワイヤレス受信機。
【請求項９】
　複数の地理的領域のうちの地理的領域を示している領域情報を受信するように構成され
ている受信機をさらに具備し、
　前記制御装置は、制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択
するようにさらに構成されている、請求項１記載のワイヤレス受信機。
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【請求項１０】
　前記地理的ロケーションを示しているロケーション情報を受信するように構成されてい
る受信機をさらに具備し、
　前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、複数の地理的領域のうちの地理的領域を決定する
ように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、請求項１記載のワイヤレス受信機。
【請求項１２】
　前記複数の地理的領域のうちの地理的領域を記憶するように構成されているメモリをさ
らに具備し、
　前記制御装置は、制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択
するように、さらに構成されている、請求項１記載のワイヤレス受信機。
【請求項１３】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、検出された干渉に
基づいて周波数応答を選択する、請求項１記載のワイヤレス受信機。
【請求項１４】
　制御信号で、ワイヤレス受信機中の調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する
ことと、
　制御装置で、前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、制御信号を発生
させることと
を含む方法。
【請求項１５】
　前記周波数応答を確立することは、
　ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、パス帯域内の周波数を有して
いる所望の信号より多く減衰させることと、
　第１の中央周波数においてパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中
央周波数においてパス帯域の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答
を選択することと
を含む、請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、第２の帯域
幅を有する、請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、複数の領域周波数応答の
うちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有している第１
の領域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有している第２
の領域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定されている
、請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、少なくとも１つの
割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づいて、周波数
応答を選択する、請求項１７記載の方法。
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【請求項２０】
　グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機で、前記ワイヤレス受信機の地理
的ロケーションを決定することをさらに含む、請求項１４記載の方法。
【請求項２１】
　前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信システムから、前記地理的ロケーションを示しているロケーション情報
を受信することをさらに含む、請求項１４記載の方法。
【請求項２３】
　前記複数の地理的領域のうちの地理的領域をメモリに記憶させることと、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択することと
をさらに含む、請求項１４記載の方法。
【請求項２４】
　実行されるときに、ステップを実施する命令を含むコンピュータプログラム製品におい
て、
　前記ステップは、
　制御信号で、ワイヤレス受信機中の調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する
ことと、
　制御装置で、前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、制御信号を発生
させることと
を含むコンピュータプログラム製品。
【請求項２５】
　前記周波数応答を確立することは、
　ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、パス帯域内の周波数を有して
いる所望の信号より多く減衰させることと、
　第１の中央周波数においてパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中
央周波数においてパス帯域の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答
を選択することと
を含む、請求項２４記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２６】
　前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、第２の帯域
幅を有する、請求項２５記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２７】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、複数の領域周波数応答の
うちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有している第１
の領域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有している第２
の領域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、請求項２６記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２８】
　前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定されている
、請求項２７記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項２９】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、少なくとも１つの
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割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づいて、周波数
応答を選択する、請求項２７記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３０】
　実行されるときに、ステップを実施する命令をさらに含み、
　前記ステップは、
　グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機で、前記ワイヤレス受信機の地理
的ロケーションを決定することをさらに含む、請求項２４記載のコンピュータプログラム
製品。
【請求項３１】
　前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、請求項３０記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３２】
　実行されるときに、ステップを実施する命令をさらに含み、
　前記ステップは、
　前記複数の地理的領域のうちの地理的領域をメモリに記憶させることと、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択することと
をさらに含む、請求項２４記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項３３】
　ワイヤレス受信機手段において、
　制御信号に応答して、調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する調整可能受信
帯域フィルタ手段と、
　前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、前記制御信号を発生させるよ
うに構成されている制御装置手段と
を具備するワイヤレス受信機手段。
【請求項３４】
　前記周波数応答は、ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、パス帯域
内の周波数を有している所望の信号より多く減衰させるためのパス帯域およびストップ帯
域を含み、
　前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号に応答して、第１の中央周波数に
おいてパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中央周波数においてパス
帯域の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答を選択する、請求項３
３記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項３５】
　前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、第２の帯域
幅を有する、請求項３４記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項３６】
　前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号に応答して、複数の領域周波数応
答のうちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有している第１
の領域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有している第２
の領域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、請求項３５記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項３７】
　前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定されている
、請求項３６記載のワイヤレス受信機手段。
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【請求項３８】
　前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号にさらに応答して、少なくとも１
つの割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づいて、周
波数応答を選択する、請求項３７記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項３９】
　前記ワイヤレス受信機手段の地理的ロケーションを示すためのグローバルポジショニン
グシステム（ＧＰＳ）受信機をさらに備える、請求項３３記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項４０】
　前記制御装置手段は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、請求項３９記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項４１】
　前記複数の地理的領域のうちの地理的領域を記憶するように構成されているメモリ手段
をさらに具備し、
　前記制御装置手段は、制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を
選択するようにさらに構成されている、請求項３３記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項４２】
　前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号にさらに応答して、検出された干
渉に基づいて周波数応答を選択する、請求項３３記載のワイヤレス受信機手段。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、一般的に通信に関連し、より詳細には、フィルタに関連する。
【背景】
【０００２】
　ワイヤレス通信デバイスは、一般的に、地理的領域の間で異なっているかもしれない規
制要件にしたがって、信号を送受信しなければならない。結果として、ワイヤレス通信デ
バイスは、特定の領域に対して特別に製造されるか、または、複数の領域の規制要件にし
たがって動作可能であるか、のいずれかでなければならない。受信機および送信機は、所
望でない信号と雑音を減衰させるための信号フィルタを含む。ワイヤレス通信デバイス内
の受信機は、一般的に、フロントエンドとバックエンドとを含み、フロントエンドは、所
望の信号を通過させつつ、所望でない信号の振幅を最小化させるために、到来するスペク
トルをフィルタするためのフロントエンドフィルタを含む。フロントエンドフィルタは、
したがって、受信帯域の信号の減衰を最小化すべきであり、受信帯域の外側の信号の減衰
を最大化すべきである。フロントエンドフィルタに加えて、受信機は、受信機ラインナッ
プ内に、他の段間フィルタを含んでもよい。規制要件は、受信帯域のロケーションとサイ
ズにおける差によって、また、送信信号のロケーションと認可されるエネルギーの制約に
おける差によって、さらに、受信帯域付近または受信帯域内のスプリアス放射によって、
フロントエンドフィルタの特性を規定することが多い。従来のワイヤレス通信デバイスは
、特定の領域の要件を満たすフロントエンドフィルタを含むか、または、複数のフロント
エンドフィルタを含むかのいずれかである。これらの従来技術は、ある領域においてしか
動作しないデバイスがあるという点において、また、増加する製造コストをもたらすとい
う点において、制約されている。
【０００３】
　したがって、調整可能なフィルタを有する通信デバイスに対する需要がある。
【概要】
【０００４】
　調整可能フィルタは、制御信号に応答して、地理的ロケーション、周波数スペクトル情
報、および、二次的内部無線のステータスのうちの少なくとも１つに基づいて、調整可能
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フィルタの周波数応答を変更する。制御信号は、パス帯域の中央を、第１の中央周波数か
ら、第２の中央周波数へとシフトしてもよく、および／または、パス帯域の帯域幅を、第
１の帯域幅から第２の帯域幅へと変更してもよい。受信機は、制御信号に応答する調整可
能フィルタと、地理的ロケーションに基づいて、制御信号を発生させることによって、調
整可能フィルタの周波数応答を選択するように構成されている制御装置とを具備する。１
つの観点では、地理的ロケーションは、受信機の動作の領域を示し、周波数応答は領域に
したがって選択される。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１Ａ】図１Ａは、調整可能フィルタおよび制御装置のブロック図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、調整可能フィルタを有する受信機のブロック図である。
【図２】図２は、サンプル領域配置の例である。
【図３】図３は、周波数応答調整の例に関する周波数スペクトルのグラフィカルな表現で
ある。
【図４】図４は、周波数応答調整の例に関する周波数スペクトルのグラフィカルな表現で
ある。
【図５】図５は、周波数応答調整の例に関する周波数スペクトルのグラフィカルな表現で
ある。
【図６】図６は、周波数応答調整の例に関する周波数スペクトルのグラフィカルな表現で
ある。
【図７】図７は、周波数応答調整の例に関する周波数スペクトルのグラフィカルな表現で
ある。
【図８】図８は、周波数応答調整の例に関する帯域グループを有する周波数スペクトルの
グラフィカルな表現である。
【図９】図９は、受信機のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報は、グロ
ーバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機から受信される。
【図１０Ａ】図１０Ａは、受信機のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報
は、ワイヤレス通信システムの１つ以上の基地局から受信される。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、受信機のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報
は、二次的無線を通して、ワイヤレス通信システムの１つ以上の基地局から受信される。
【図１０Ｃ】図１０Ｃは、受信機のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報
は、ワイヤレス通信デバイスのメモリへとプログラムされている。
【図１０Ｄ】図１０Ｄは、受信機１００のブロック図であり、ここで、制御装置１３０は
、送信コード１１に基づいてフィルタ１０２を調整する。
【図１１Ａ】図１１Ａは、受信機のブロック図であり、ここで、制御装置は、スペクトル
状況に基づいて周波数応答を調整する。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、受信機のブロック図であり、ここで、制御装置は、受信機を取
り囲んでいるデバイス内の内部無線のステータスに基づいて周波数応答を調整する。
【図１２】図１２は、調整可能フィルタを有する送信機のブロック図である。
【図１３Ａ】図１３Ａは、送信機のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報
は、グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機から受信される。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、送信機のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報
は、ワイヤレス通信システムの１つ以上の基地局、および／または、（示していない）基
地局制御装置から受信される。
【図１３Ｃ】図１３Ｃは、送信機１２００のブロック図であり、ここで、地理的ロケーシ
ョン情報１２３６は、２次無線１３０６を通して受信される。
【図１３Ｄ】図１３Ｄは、送信機１２００のブロック図であり、ここで、制御装置１２３
４は、送信コード１１に基づいてフィルタ１０２を調整する。
【図１４】図１４は、送信機のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報は、
メモリへとプログラムされている。
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【図１５Ａ】図１５Ａは、送信機のブロック図であり、ここで、制御装置は、周波数スペ
クトル状況に基づいて周波数応答を調整する。
【図１５Ｂ】図１５Ｂは、送信機のブロック図であり、ここで、制御装置は、受信機を取
り囲んでいるデバイス内の内部無線のステータスに基づいて周波数応答を調整する。
【図１６】図１６は、制御信号で調整可能フィルタの周波数応答を確立する方法のフロー
チャートである。
【図１７】図１７は、ロケーション情報に基づいて、フィルタを調整する方法のフローチ
ャートである。
【図１８】図１８は、スペクトル情報に基づいて、フィルタを調整する方法のフローチャ
ートである。
【図１９】図１９は、２次無線ステータスに基づいて、フィルタを調整する方法のフロー
チャートである。
【図２０】図２０は、送信コードに基づいて、フィルタを調整する方法のフローチャート
である。
【発明の詳細な説明】
【０００６】
　“例示的”という言葉は、“例として、事例として、あるいは、例示として働くこと”
を意味するためにここで使用されている。ここで“例示的”として記述した任意の実施形
態または設計は、必ずしも他の実施形態より好ましい、または有利であるとして解釈すべ
きではない。さらに、開示した実施形態のさまざまな観点は、他の実施形態内で相互交換
可能に使用されてもよいので、“ある（ａｎ）”、“１つの（ｏｎｅ）”、“他の”、も
しくは、“さまざまの”実施形態または設計に対する参照は、制限的なものとして解釈す
べきでない。
【０００７】
　以下に記述するフィルタデバイスおよび方法は、例えば、チャネル化受信機、移動体／
セルラ電話機、マルチ帯域無線および／または（例えば、ワイヤレスヤードもしくはワイ
ヤレスの）トランシーバ、ワイヤレス通信システムの一部であってもよい基地局を含む、
信号フィルタリングから利することができる何らかのデバイス、装置、あるいは、システ
ムにおいて使用できる。ここで使用するように、用語“フィルタ”は、例えば、特定の周
波数のコンポーネント、雑音、および、干渉を含んでいてもよい、信号の所望でないコン
ポーネントを除去するために、それを通して信号が通過してもよいデバイスを記述するの
に使用してもよい。フィルタは、パス帯域内の信号は、ストップ帯域内で減衰される信号
より少なく減衰される周波数応答を有する、パス帯域とストップ帯域とによって特徴付け
られてもよい周波数応答を有する。
【０００８】
　用語“調整可能フィルタ”を使用して、ここで、制御信号で調整されることができる周
波数応答を有するフィルタを記述する。“調整可能受信帯域フィルタ”は、到来している
信号、および／または、従前に受信された信号をフィルタするように使用されてもよい調
整可能フィルタを指す。“調整可能送信フィルタ”は、外に出て行く信号、および／また
は、送信の前に調整されている信号をフィルタするように使用されてもよい調整可能フィ
ルタを指す。
【０００９】
　さらに、ここで記述されるような調整可能フィルタは、受信機、送信機、または、受信
機と送信機の両方として機能することができるデバイス内に位置していてもよい。例えば
、ワイヤレス通信システム内の、移動体ワイヤレス通信デバイスと基地局は、両方とも送
受信可能であってもよい。したがって、調整可能受信帯域フィルタ、または、調整可能送
信帯域フィルタ（あるいは、両方）を、移動体ワイヤレス通信デバイス中、または、基地
局中で使用してもよい。
【００１０】
　選択されたフィルタエレメントが、特定の配置中で接続されるとき、配置は、選択され
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たフィルタエレメントに依拠して、特定の周波数応答を有するフィルタを形成する。フィ
ルタエレメントの配置によって形成されるフィルタの応答は、帯域パスフィルタ応答を持
っていてもよく、ここで、所望の周波数帯域内の信号が、所望の周波数帯域外の周波数の
ものより少なく減衰される。また、フィルタは、ストップ帯域フィルタ応答を有していて
もよく、ここで、ストップ帯域内の信号が、所望の周波数帯域外の周波数のものより多く
減衰される。フィルタは、ローパスフィルタ応答を持っていてもよく、ここで、選択され
た周波数を下回る信号が、周波数を上回る周波数のものより少なく減衰される。ここで、
選択された周波数を下回る信号は、周波数を上回る周波数のものより多く減衰され、フィ
ルタは、ハイパスフィルタ応答を有している。
【００１１】
　図１Ａは、調整可能フィルタ２と、制御装置４とのブロック図である。調整可能フィル
タ２は、ワイヤレス通信デバイス内で実現されており、送信機または受信機のコンポーネ
ントであってもよい。制御装置４は、ロケーション情報８、無線アクティビティ情報１０
、割り当てられた送信コード１１、および／または、これら３つの組み合わせに基づいて
、フィルタ２の周波数応答１８を調整する。無線アクティビティ情報１０は、周波数スペ
クトル情報のような、他のデバイスからの無線送信に関する情報１２、内部無線のステー
タスに関する情報１４、および／または、これら２つの組み合わせを含んでいてもよい。
内部無線は、調整可能フィルタ２を含む送信機または受信機以外の、ワイヤレス通信デバ
イス内の送信機および／または受信機である。いくつかの状況では、他の内部無線もまた
、調整可能フィルタを持っていてもよい。
【００１２】
　信号入力１６において受信された信号は、フィルタの周波数応答１８にしたがって、フ
ィルタ２によって処理され、フィルタされた出力信号２０は、信号出力２２において提示
される。フィルタ２は、制御入力２６において受信された制御信号２４に応答しており、
周波数応答１８は、制御信号２４を使用して制御装置４によって変更されることができる
。周波数応答は、ハイパス、ローパス、ノッチ、帯域パス、帯域ストップ応答であっても
よく、または、組み合わせられた応答であってもよい。
【００１３】
　図１Ｂは、調整可能フィルタ１０２を有する受信機１００のブロック図である。アンテ
ナを通して受信された信号は、受信機（ＲＸ）バックエンド１０６によって処理される前
に、受信機（ＲＸ）フロントエンド（ＦＥ）１０４によって処理される。この例に対して
、受信機フロントエンド１０４は、少なくとも１つの調整可能フィルタ１０２と、（示し
ていない）低雑音増幅器とを含み、ミキサー、オシレータ、アナログ対デジタルコンバー
タ、および／または、他のアナログデバイスのような他のコンポーネントを含んでもよい
。調整可能フィルタ１０２は、アンテナの近くのフロントエンド（ＦＥ）フィルタであっ
てもよく、または、（示していない）段間フィルタであってもよい。受信機フロントエン
ド１０４は、到来している信号を十分に処理して、適切に高いエネルギーにおける所望の
信号を含むスペクトルの一部を提供して、受信機バックエンド１０６が、到来している信
号を復調およびそうではなく処理して、送信されたデータを回復することを可能にし、こ
れは、受信データ１０８として出力される。
【００１４】
　図１Ｂを参照して説明した例にしたがうと、制御装置１３０のような制御装置４は、制
御信号１２２を発生させて、受信機１００の地理的ロケーションに基づいて、調整可能フ
ィルタ１０２を調整する。受信機１００の地理的ロケーションを示している、地理的ロケ
ーション情報１３２は、いくつかの源の任意のものから決定および／または受信されても
よい。適切なロケーション情報源の例は、ＧＰＳロケーション情報、基地局から送信され
たロケーションデータ、ワイヤレス通信デバイス内のプログラムされたロケーションデー
タを含む。これらの例は、以下でより完全に説明する。地理的ロケーションデータはプロ
グラムされたデータに基づいているが、ロケーションは、あらゆる時間において、デバイ
スの実際の地理的ロケーションを反映していないかもしれない。したがって、（例えば、
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ワイヤレス通信デバイス中に記憶されている）プログラムされたデータは、受信機の動作
の予期されるロケーションに基づいており、これは、受信機が予期される領域の外側で動
作しているときの受信機の実際のロケーションを反映していない。さらに、ロケーション
情報１３２は、受信機が位置特定される動作領域を示している領域情報を含んでもよい。
【００１５】
　受信機１００を参照して説明するブロックのさまざまな機能および演算は、ソフトウェ
ア、ハードウェア、および／または、ファームウェアの任意の組み合わせを使用して、任
意の数のデバイス、回路、または、エレメント中で実現されてもよい。機能ブロックの２
つ以上のものは、単一のデバイス中で統合されてもよく、何らかの単一のデバイス中で実
行されるとして説明した機能は、いくつかのデバイスにわたって実現されてもよい。例え
ば、何らかの状況において、ＲＸ（例えば、受信機）バックエンド１０６の機能の少なく
とも一部を、制御装置１３０によって実行してもよい。
【００１６】
　調整可能フィルタ１０２は、パス帯域１１２とストップ帯域１１４を含む周波数応答１
１０を持ち、ここで、パス帯域１１２内の信号は、ストップ帯域１１４内で減衰される信
号より少なく減衰される。調整可能フィルタ１０２は、一般的に帯域パスフィルタであり
、ここで、ストップ帯域１１４は、周波数において、パス帯域１１２を上回る１つの部分
１１６と、パス帯域１１２を下回る別の部分１１８とを含む。何らかの状況において、フ
ィルタ１０２は、ハイパスフィルタまたはローパスフィルタのような別のタイプのフィル
タであってもよい。帯域パスフィルタはまた、ローパスおよびハイパスフィルタの一連の
組み合わせから構成されていてもよく、これらのフィルタのうち１つまたは両方が、所望
のように調整可能であってもよく、あるいは、固定調整されていてもよい。追加の送信ゼ
ロもまた、任意のフィルタタイプに対して追加されてもよい。それらはまた、固定調整さ
れていてもよく、調整可能であってもよい。周波数応答１１０は、中央周波数（Ｆc）１
２０とパス帯域１１２とを有する。帯域幅（ＦBW）は、一般的に、３デシベル（ｄＢ）ポ
イントの間で規定されるパス帯域１１２の幅であり、ここで、周波数応答は中央周波数１
２０における応答より３ｄＢだけ低い。
【００１７】
　調整可能フィルタ１０２は、制御信号１２２に応答して、周波数応答１１０が、制御信
号１２２によって変更されることができるようにする。例えば、パス帯域１１２および／
または中央周波数１２０は、制御信号１２２で調整されてもよい。周波数応答１１０の中
央周波数１２０は、したがって、第１の中央周波数（Ｆc1）１２４から、第２の中央周波
数（Ｆc2）１２６へとシフトされることができ、ここで、第１の中央周波数１２４は、第
２の中央周波数１２６より高くてもよいか、または、低くてもよいかのいずれかであって
もよい。パス帯域１１２は、第１の帯域幅から第２の帯域幅へと変更されることができる
。
【００１８】
　制御信号１２２は、直流（ＤＣ）、交流（ＡＣ）、変調されたパルス幅（ＰＷＭ）、デ
ジタル、および／または、アナログ電圧であってもよい何らかの数の信号を含んでいても
よい。さらに、制御信号１２２は、デジタルワードまたは他のデジタル表現であってもよ
く、ここで、調整可能フィルタ１０２は、制御データをデサイファするための適切なハー
ドウェアおよび／またはソフトウェアを含む。したがって、調整可能フィルタ１０２の制
御入力１２８は、特定の調整可能フィルタ１０２設計に依拠して、単一のコンダクタまた
は複数のコンダクタを含んでいてもよい。適切な調整可能フィルタ１０２の例は、固定さ
れたフィルタエレメント１２７と、電圧可変キャパシタ（ＶＶＣ）、マイクロエレクトロ
メカニカルシステム（ＭＥＭＳ）コンポーネント、ダイオード、および、バラクターのよ
うな１つ以上の同調可能エレメント１２９とを含む。固定されたフィルタエレメント１２
７と同調可能エレメント１２９のタイプおよびサイズは、例えば、中央周波数、帯域幅、
中央周波数および／または帯域幅において要求されるチャージ、リジェクション、ならび
に、最大損失のようないくつかの要因に依拠していてもよい。
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【００１９】
　図２は、サンプルの領域配置の例示である。図２に図示された例では、３つの領域２０
２、２０４、２０６が示されている。領域の合計数は、しかしながら、特定のシステムお
よび実現に依拠して、２以上に等しい任意の数であってもよい。各領域２０２、２０４、
２０６は、領域内に少なくとも１つの地理的ロケーションを有し、一般的に、特定の領域
内に含まれる数々の地理的ロケーションを持つことになるだろう。したがって、図２の例
では、第１の領域２０２は、少なくとも１つの地理的ロケーション２０８を含み、第２の
領域２０４は、少なくとも１つの地理的ロケーション２１０を含み、第３の領域２０６は
、少なくとも１つの地理的ロケーション２１２を含む。領域は、任意のさまざまなサイズ
、形状、および、他の領域に対する相対的位置を持っていてもよい。図２に示した閉じた
形をした領域は、必ずしも何らかのサイズ、形状、相対的位置、または、縮尺を図示して
いない。
【００２０】
　１つの観点では、制御装置１３０は、ロケーション情報１３２を評価して、その中に受
信機１００が位置している領域を決定してもよい。知られているさまざまな技術のうちの
何らかのものを使用して、受信機１００の地理的ロケーションが特定の領域内にあるか否
かを決定してもよい。例は、ＧＰＳ技術と基地局三角測量技術を含む。領域を決定した後
、制御装置１３０は、制御入力１２８に対して適切な制御信号１２２を提供して、その中
に受信機１００が位置している領域に対応する応答へと周波数応答１１０を調整してもよ
い。以下で説明するように、制御装置１３０は、領域に加えて、他の要因に基づいて、調
整可能フィルタ１０２をさらに調整してもよい。いくつかの状況では、ロケーション情報
１３２は、受信機が位置している領域を直接示してもよい領域情報を含む。
【００２１】
　図３、図４、図５、図６、および、図７は、周波数応答１１０調整の例に対する周波数
スペクトルのグラフィカルな表現である。図３－７における“第１の”、および、“第２
の”指定は、時間的に確立される第１の応答と第２の応答とを、必ずしも表現していない
。言い換えると、周波数応答１１０は、特定の状況に依拠して、第２の周波数応答から第
１の周波数応答へと、および、この逆に調整されることができる。
【００２２】
　図３は、第１の周波数応答３０２と、第２の周波数応答３０４との例の周波数スペクト
ル３００のグラフィカルな表現であり、ここで、パス帯域１１２は、調整され、中央周波
数は変更されない。図３の例では、第１の周波数応答帯域幅（ＦBW1）３０６は、第２の
周波数応答帯域幅（ＦBW2）３０８より広い。したがって、制御装置１３０は、より狭い
パス帯域を有する応答に対する、より広いパス帯域が好ましい領域に対して、第１の周波
数応答３０２を選択してもよく、より広いパス帯域を有する応答に比して、より狭いパス
帯域が好ましい領域に対して、第２の周波数応答３０４を選択してもよい。
【００２３】
　図４は、第１の周波数応答４０２と、第２の周波数応答４０４との例の周波数スペクト
ル４００のグラフィカルな表現であり、ここで、パス帯域１１２は調整されず、中央周波
数は、第１の中央周波数から第２の中央周波数へと調整される。図４の例では、第１の周
波数応答中央周波数（ＦC1）４０６は、第２の周波数応答中央周波数（ＦC2）４０８より
低い。したがって、制御装置１３０は、より高い中央周波数を有する応答に比して、より
低い中央周波数が好まれる領域に対して第１の周波数応答４０２を選択してもよく、より
低い中央周波数に比してより高い中央周波数が好ましい領域に対して第２の周波数応答４
０４を選択してもよい。
【００２４】
　図５は、第１の周波数応答５０２と、第２の周波数応答５０４との例の周波数スペクト
ル５００のグラフィカルな表現であり、ここで、中央周波数は調整され、第１および第２
の周波数応答は少なくとも部分的にオーバーラップしている。図５の例では、第１の周波
数応答帯域幅５０６は、第２の周波数応答帯域幅５０８と同じである。したがって、制御
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装置１３０は、通信チャネルが第１の周波数応答中央周波数（ＦC1）５１０に中心を持つ
領域に対して、第１の周波数応答帯域幅５０２を選択してもよい。通信チャネルが第２の
周波数応答中央周波数（ＦC2）５１２に中心を持つ領域に対して、第２のフィルタ周波数
応答５０４を選択してもよい。
【００２５】
　図６は、第１の周波数応答６０２と、第２の周波数応答６０４との例の周波数スペクト
ル６００のグラフィカルな表現であり、ここで、パス帯域１１２は、調整され、第１およ
び第２の周波数応答は少なくとも部分的にオーバーラップしている。図６の例では、第１
の周波数応答帯域幅６０６は、第２の周波数応答帯域幅６０８より広い。したがって、制
御装置１３０は、より狭いパス帯域を有する応答に対するより広いパス帯域が好ましい領
域に対して、第１の周波数応答６０２を選択してもよく、より広いパス帯域に対するより
狭いパス帯域が好ましい領域に対して、第２の周波数応答６０４を選択してもよい。この
例では、第１の周波数応答中央周波数（ＦC1）６１０は、第２の周波数応答中央周波数（
ＦC2）６１２より高い。他の配置が可能である。
【００２６】
　図７は、第１の周波数応答７０２と、第２の周波数応答７０４との例の周波数スペクト
ル７００のグラフィカルな表現であり、ここで、パス帯域１１２と中央周波数は、第１の
周波数応答７０２と第２の周波数応答７０４がオーバーラップしないように調整される。
図７の例では、第１の周波数応答帯域幅（ＦBW1）７０６は、第２の周波数応答帯域幅（
ＦBW2）７０８より広い。したがって、制御装置１３０は、より狭いパス帯域を有する応
答に比して、より広いパス帯域が好ましい領域に対して、第１の周波数応答７０２を選択
してもよく、より広いパス帯域に比して、より狭いパス帯域が好ましい領域に対して、第
２の周波数応答７０４を選択してもよい。図７の例では、第１の周波数応答中央周波数（
ＦC1）７１０は、第２の周波数応答中央周波数（ＦC2）７１２より低い。したがって、制
御装置１３０は、より高い中央周波数を有する応答に対するより低い中央周波数が好まし
い領域に対して第１の周波数応答７０２を選択してもよく、より低い中央周波数に比して
、より高い中央周波数が好ましい領域に対して第２の周波数応答７０４を選択してもよい
。
【００２７】
　図８は、超広帯域（ＵＷＢ）チャネル割当にしたがったチャネル割当を持っているシス
テム内でのフィルタ調整のための周波数スペクトル８００のグラフィカルな表現である。
ＵＷＢ計画は、６つの帯域グループに対して割り当てられている１４のチャネル帯域を割
り当てる。２つのチャネル帯域を含む帯域グループ５を除いた全ての帯域グループは、３
つのチャネル帯域を含む。帯域グループ３からのチャネル帯域＃９と、帯域グループ４か
らのチャネル帯域＃１０、＃１１とを含む帯域グループ６を除いて、どの帯域グループも
オーバーラップしない。異なる規制領域は、選択されたチャネル帯域に対するＵＷＢチャ
ネル帯域の使用を制約している。例えば、米国は、チャネル帯域＃１－＃１４の使用を許
可している。欧州連合は、チャネル帯域＃７－＃１０、帯域＃１、＃２、＃３の使用を許
可しており、また、何らかの制約とともに＃１１の使用を許可している。日本は、チャネ
ル帯域＃９－＃１３の使用を許可しており、また、何らかの制約とともに＃２、＃３の使
用を許可している。他の領域は彼ら自身の要件を有していてもよい。特定の帯域グループ
内で動作するのに加えて、ワイヤレスデバイスは、少なくとも１つの割り当てられたチャ
ネル帯域を示している割り当てられた送信コードを持っていてもよく、周波数応答はこの
割り当てられた送信コードに基づいていてもよい。
【００２８】
　図８の例では、第１の周波数応答８０２は、帯域グループ１をカバーし、これは、例え
ば、米国において使用されてもよい。第２の周波数応答８０４は、帯域グループ６をカバ
ーし、これは、例えば、日本において使用されてもよい。確立されたＵＷＢ標準規格に基
づいて、帯域グループ１の中央周波数（ＦC1）８０６は、３９６０ＭＨｚであり、帯域グ
ループ６の中央周波数（ＦC2）８０８は、８１８４ＭＨｚである。各チャネル帯域は５２
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８ＭＨｚの帯域幅を有しており、帯域グループ１と帯域グループ６の両方がそれぞれ３つ
のチャネル帯域を含んでいるので、帯域グループ１と帯域グループ６との両方のパス帯域
幅は１５８４ＭＨｚである。
【００２９】
　調整可能フィルタを調整する例にしたがうと、図８の例において、調整可能フィルタは
、図４に示したものと同様の方法で調整されることができ、図４では、中央周波数が変更
され、パス帯域の帯域幅１１２は同一に保たれる。このタイプのフィルタ調整能力は、有
利なことに、異なる通信標準規格と規制を有する領域において、同一のデバイスが使用さ
れることを許容する。他のフィルタ調整の組み合わせ（例えば、中央周波数およびパス帯
域の帯域幅）が使用されてもよいことに留意すべきである。特定の状況に依拠して、図３
－７を参照して説明した任意の周波数応答調整とともに、他の周波数応答調整が、ＵＷＢ
チャネル割当に対して適用されてもよい
　図９は、受信機１００のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報がグロー
バルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機９０２から受信される。ＧＰＳ受信機９０
２は、衛星から信号を受信して、地理的ロケーションを決定する。いくつかの状況では、
ワイヤレス通信システムを通して、支援データが受信機１００に提供されてもよい。図９
は、データ１０８からＧＰＳ受信機９０２に伸びている点線と、制御装置１３０とを示し
ており、いくつかの状況において、そこから受信機が信号を受信しているネットワークに
よって、ＧＰＳ関連のデータが提供されてもよいことを図示している。さらに、いくつか
のＧＰＳまたはロケーション情報が、二次的無線９０４、メモリ、または、他の源によっ
て提供されてもよい。さらに、少なくとも部分的に、位置決定エンティティ（ＰＤＥ）ま
たは他のネットワーク装置によって、地理的ロケーションを決定するための計算が実行さ
れてもよい。ＧＰＳ受信機９０２から制御装置１３０によって受信されるロケーション情
報１３２を処理して、移動体デバイスが位置しているサービス領域を決定してもよい。
【００３０】
　図１０Ａは、受信機１００のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報がワ
イヤレス通信システムの１つ以上の基地局から受信される。例えば、受信機１００は、基
地局から信号を受信して、地理的ロケーション情報１３２を制御装置１３０に送るために
、受信した信号を受信機フロントエンド１０４と受信機バックエンド１０６とで処理する
。制御装置１３０によって受信されたロケーション情報１３２を処理して、移動体デバイ
スが位置しているサービス領域を決定する。ここで調整可能フィルタは受信機内部にあり
、フィルタに対するデフォルト状態が、最後の知られているロケーションもしくは他の基
準に基づいて確立される。したがって、調整可能フィルタの初期パラメータを決定して、
追加的なロケーション情報が受信される前に、最良の性能を確立する。
【００３１】
　図１０Ｂは、受信機１００のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報が二
次的無線１００２を通して、ワイヤレス通信システムの１つ以上の基地局から受信される
。二次的無線１００２は、受信機が信号を受信しているネットワークとは異なる第２のネ
ットワークから信号を受信してもよい。地理的ロケーション情報１３２が、二次的無線１
００２によって受信され、制御装置１３０に提供されてもよい。制御装置１３０によって
受信されたロケーション情報１３２を処理して、移動体デバイスが位置しているサービス
領域を決定する。
【００３２】
　図１０Ｃは、受信機１００のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報はワ
イヤレス通信デバイスのメモリ１３４へとプログラムされている。ロケーション情報は、
製造プロセスの間に、初期化の間に、または、他の時間においてメモリへと入れられても
よい。特定のデバイスが、デバイスが使用されることになる特定の領域へと出荷されるこ
とが指定されると、その領域を反映させるためにロケーション情報が入力されてもよい。
さらに、デバイスが購入および初期化されるとき、ロケーション情報がプログラムされて
もよい。デバイスが新しい領域へと移動する場合、ユーザまたはサービスプロバイダによ
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って引き起こされる再初期化手続は、ロケーション情報を変更することを含んでいてもよ
い。したがって、受信機１００は、メモリ１３４から地理的ロケーション情報１３２を受
信する。メモリ１３４から制御装置１３０によって受信されるロケーション情報１３２を
処理して、移動体デバイスが位置しているサービス領域を決定する。適切な制御信号を調
整可能フィルタに送ることによって、好ましいフィルタ応答に対応するフィルタ設定が確
立される。
【００３３】
　図１０Ｄは、受信機１００のブロック図であり、ここで、制御装置１３０が送信コード
１１に基づいて、フィルタ１０２を調整する。送信コードは、動作の前に割り当てられて
メモリ１３４に記憶されてもよく、ネットワークによって動的に割り当てられてもよい。
さらに、送信コード１１は、ネットワークによって割り当てられて、後の検索のために引
き続いてメモリ１３４中に記憶されてもよい。図１０Ｄ中の点線は、送信コードが、特定
の状況および実現に依拠して、任意のさまざまな源または源の組み合わせを通して受信さ
れてもよいことを示す。制御装置１３０は、少なくとも部分的に送信コード１１に基づい
て、フィルタ１０２を調整してもよい。いくつかの状況では、特定の送信コードは、特定
の領域だけに割り当てられてもよいので、割り当てられた送信コードは、受信機１００を
含んでいるデバイスの地理的ロケーションを示してもよい。したがって、送信コード１１
は、いくつかの状況においてロケーション情報１３２であってもよい。送信コード１１情
報、ロケーション情報、および／または、無線アクティビティ情報の組み合わせに基づい
て、制御装置１３０はフィルタを調整する。送信コード１１に基づいたフィルタ調整の例
は、ある帯域グループ内の全てのチャネルより少ないチャネルが送信コード１１によって
割り当てられている状況を含み、制御装置１３４は、中央周波数および／または帯域を調
整して、特定のチャネル割当に対する効率を最大化させ、雑音を最小化させる。
【００３４】
　図１１Ａと図１１Ｂは、受信機１００のブロック図であり、ここで、制御装置１３０が
無線アクティビティに基づいて、周波数応答を調整する。無線アクティビティを記述する
無線アクティビティ情報１０は、周波数スペクトル情報１２、内部無線ステータス情報１
４、または、これらの２つの組み合わせを含んでもよい。図１１Ａは、無線アクティビテ
ィ情報が、スペクトル情報を含む例を図示し、図１１Ｂは、無線アクティビティ情報１０
が、内部無線情報１４を含む例を図示する。いくつかの状況において、スペクトル情報１
２が、内部無線のステータスに関する情報を提供してもよい。このことは、例えば、スペ
クトル情報をキャプチャするのに使用されるデバイス（スペクトル分析器）が、同じく受
信機１００を含む通信デバイスの二次的内部無線によって送信されるエネルギーを検出す
ると発生してもよい。
【００３５】
　図１１Ａは、受信機１００のブロック図であり、ここで、制御装置が周波数スペクトル
情報１２に基づいて、周波数応答を調整する。スペクトル分析器１１０２は、周波数スペ
クトルに関する情報１２を提供する。スペクトル分析器１１０２は、選択された周波数帯
域内で送信された信号に関する情報を提供する、ハードウェア、ソフトウェア、および／
または、ファームウェアの何らかの組み合わせである。スペクトル分析器の例は、エネル
ギー検出器、電力検出器、および、信号検出器を含む。スペクトル分析器１１０２の実現
は、プロセッサに接続された受信機を含み、ここで、プロセッサは特定の周波数において
、または特定の周波数帯域内に存在する送信エネルギーを決定する。したがって、プロセ
ッサは、周波数帯域を通してデータを統合および処理して、送信された信号があるかどう
かを決定してもよい。したがって、いくつかの状況において、制御装置１３０の少なくと
も一部と、受信機フロントエンド１０４を使用して、スペクトル分析器１１０２を実現し
てもよい。さらに、いくつかの状況において、個別のプロセッサメモリとハードウェアコ
ンポーネントとともに、スペクトル分析器１１０２を実現してもよい。
【００３６】
　制御装置１３０は、スペクトル情報１２を評価して、検出された信号に基づいて、調整
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可能フィルタに対する適切な周波数応答を決定する。検出された信号からの干渉は、干渉
信号の周波数に近い周波数において、調整可能フィルタのリジェクションを増加させる（
減衰を増加させる）ことによって減少されてもよい。いくつかの状況では、周波数および
変調のような、検出された信号の特性は、信号を送信したデバイスのタイプを示してもよ
く、制御装置は、検出されていないが、干渉デバイスの識別に基づいて予期される予期信
号に基づいてフィルタを調整してもよい。さらに、検出された信号の特性は、地理的領域
を示してもよく、制御装置は識別された地理的領域に基づいてフィルタを調節してもよい
。したがって、スペクトル分析は、フィルタの調節を間接的にもたらす情報を明らかにし
てもよい。さらに、制御装置は、検出された信号のエネルギー、電力、または、振幅に基
づいて、周波数応答のリジェクションのレベルを調整してもよい。
【００３７】
　いくつかの状況において、スペクトル分析に基づいて、フィルタの帯域幅が増加されて
もよく、または、リジェクション減少されてもよい。例えば、何の信号も検出されない場
合、または、非常に低いレベルのわずかな信号しか検出されない場合、制御装置は、所望
の受信信号の信号対雑音比を増加させるために、リジェクションを減少させてもよい。
【００３８】
　周波数応答に対する調整は、計算された値に基づいて可変であってもよく、制限された
数の予め規定された応答のうちの１つであってもよい。計算が実行されるところでは、制
御信号は、計算された値に基づいており、帯域幅、中央周波数、または、他の特性に設定
するための、任意のさまざまな値および組み合わせであってもよい。１組の周波数応答か
ら応答が選択されるところでは、スペクトル分析が、表もしくは他の相関技術から選択で
きる特定の好ましい周波数応答を規定する状況を示す。例えば、近傍のデバイスが、ブル
ートゥース（登録商標）無線通信に従事していることを、検出された信号が示す場合、周
波数応答に対応する記憶されたパラメータにしたがって、制御信号を提供することによっ
て、ブルートゥース通信からの全てのまたはほとんどの干渉を最小化させるように設計さ
れた周波数応答が採用される。
【００３９】
　図１１Ｂは、受信機１００のブロック図であり、ここで、制御装置が受信機を囲ってい
るデバイス内の内部無線のステータスに基づいて、周波数応答を調整する。したがって、
受信機１００を含むデバイスは、少なくとも２つの周波数帯域内で信号を送信することが
できる、デュアルモード通信デバイスまたはマルチモード通信デバイスである。図１１Ｂ
は、単一の二次的無線１１０４を図示する。しかしながら、受信機１００を囲っているデ
バイスは、１つより多い追加的な内部無線１１０４を含んでもよい。さらに、二次的無線
１１０４は、１つより多い周波数帯域内で動作できてもよい。
【００４０】
　二次的無線１１０４は、無線１１０４のステータスに関する情報１４を提供する。ステ
ータスは、以下に述べる１つ以上のパラメータとともに、他のパラメータを含んでもよい
。すなわち、オン／オフステータス（無線が起動され、動作しているかどうか）、送信ス
テータス（無線が送信しているかどうか）、受信ステータス（無線が信号を受信している
かどうか）、送信周波数ステータス（送信された信号の周波数または周波数帯域）、受信
周波数ステータス（受信された信号の周波数または周波数帯域）、変調ステータス（送信
された信号に使用される変調のタイプ）、および、信号電力ステータス（送信された信号
の電力レベル）である。制御装置１３０は、情報１４を処理して、情報に基づいて適切な
周波数応答を選択して、一次無線の受信機１００の受信信号の信号対雑音比を最大化させ
る。周波数応答の選択は、さまざまな計算または係数に基づいていてもよい。いくつかの
例は、パス帯域を狭くして、および／または、中央周波数をシフトさせて、受信機１００
の受信帯域に近い二次的無線送信信号からの干渉を最小化させることを含んでいてもよく
、パス帯域を狭くして、および／または、中央周波数をシフトさせて、スプリアスの出力
および相互変調コンポーネントからの干渉を最小化させ、パス帯域を広くして、および／
または、中央周波数をシフトさせて、二次的無線がアクティブでなく、送信しておらず、
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または、低電力レベルで送信しているときに、信号対雑音比を増加させる。さらに、調整
可能フィルタがフロントエンドではなく、受信機の段間内にあるところでは、信号コンポ
ーネントの相互変調歪みが、二次的無線の送信機（または受信機）から受信機へと漏れる
のを防止するために、周波数応答が調整されてもよい。
【００４１】
　上記の説明は、地理的ロケーション、周波数スペクトル情報、および、受信機１００を
囲っているデバイス内の二次的無線のステータスに基づいて調整される周波数応答を持っ
ている調整可能フィルタを持っている受信機１００の例を提供する。いくつかの状況では
、周波数応答は、１つより多い組の情報に基づいて調整されてもよい。例えば、受信機が
動作している領域を示すロケーション情報と、他のデバイス送信の存在を示す情報との両
方が、最適な周波数応答を決定する際に、制御装置１３０によって評価されることができ
る。上で提供した例の少なくともいくつかのものは、受信機のフロントエンド内で実現さ
れる調整可能フィルタを説明したが、調整可能フィルタは、受信チェーンの任意の部分中
で実現されてもよい。さらに、受信機は、複数の調整可能フィルタを含んでもよく、いく
つかまたは全ての複数の調整可能フィルタは、特定の受信機ステージ内にあってもよく、
受信機ラインナップ全体を通して、分散されていてもよい。
【００４２】
　図１２－１５は、送信機内で実現される調整可能フィルタの例を提供する。以下で記述
する例は、調整可能フィルタ技術が送信機中だけに適用されるデバイス中で実現されても
よく、あるいは、調整可能フィルタがデバイスの受信機中に含まれており、上で説明した
ように管理されるデバイスにおいて実現されてもよい。送信フィルタの調整は、例えば、
中央周波数および／またはパス帯域の帯域幅の調整を含んでいてもよい。ＴＸ信号をフィ
ルタする主な理由は、ハーモニックリジェクションのためのものである。中心に近い干渉
リジェクションが望ましいケースもあるかもしれない。したがって、送信フィルタは、要
求されるように、同調可能パイパス、ローパス、帯域パス、および／または、ノッチフィ
ルタを含んでいてもよい。
【００４３】
　どのように、調整可能送信フィルタ中央周波数および／またはパス帯域の帯域幅が調整
されてもよいかのいくつかの例を、図３－８に示した。
【００４４】
　図１２は、調整可能フィルタ１２０２を有する送信機１２００のブロック図である。図
１２の例において、調整可能フィルタ１２０２は、調整可能送信（ＴＸ）帯域フィルタで
ある。送信データ１２０４は、送信機１２００によって送信されることになるデータであ
る。送信の前に、送信データ１２０４は、信号プロセッサ１２０６によって調整され、処
理されてもよい。例えば、信号プロセッサ１２０６は、送信の前に、送信データ１２０４
を、変調すること、スクランブリングすること、上位変換すること、および、増幅するこ
とのようなさまざまな機能を実行してもよい。信号プロセッサ１２０６は、データを送信
する送信機１２００の能力を拡張または改善することができる何らかの追加的信号処理を
実行してもよい。示されていないが、送信機１２００は、ミキサー、オシレータ、デジタ
ル対アナログコンバータ、および／または、他のデバイスのような他のコンポーネントを
含んでいてもよい。図１２において、アンテナ１２０８の直前にフィルタ１２０２を図示
したが、フィルタ１２０２は、他のコンポーネントに関連して、送信機１２００内のどこ
に位置していてもよい。例えば、フィルタ１２０２は、何らかの状況において、ミキサー
の入力または出力の前に位置していてもよい。
【００４５】
　調整可能フィルタ１２０２は、アンテナ１２０８を介しての送信を可能にするための適
切に高いエネルギーにおける所望の信号を含むスペクトルの一部を提供するために、出力
信号を十分に処理する。調整可能フィルタ１２０２は、パス帯域１２１２とストップ帯域
１２１４とを含む周波数応答１２１０を有し、ここで、パス帯域１２１２内の信号は、ス
トップ帯域１２１４内で減衰される信号より少なく減衰される。調整可能フィルタ１２０
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２は、一般的に帯域パスフィルタであり、ここで、ストップ帯域１２１４は、パス帯域１
２１２を上回る１つの部分１２１６と、パス帯域１２１２を下回る別の部分１２１８とを
含む。いくつかの状況では、フィルタ１２０２は、ハイパスフィルタまたはローパスフィ
ルタのような別のタイプのフィルタであってもよい。周波数応答１２１０は、中央周波数
（Ｆc）１２２０と、パス帯域１２１２とを持つ。帯域幅（ＦBW）は、３デシベル（ｄＢ
）ポイントの間で一般的に規定されるパス帯域１２１２の幅であり、ここで、周波数応答
は、中央周波数１２２０における応答より、３ｄＢだけより低い。
【００４６】
　調整可能フィルタ１２０２は、制御信号１２２２に応答して、周波数応答１２１０が制
御信号１２２２によって変更されることを可能にする。例えば、パス帯域１２１２および
／または中央周波数１２２０は、制御信号１２２２で調整されてもよい。周波数応答１２
１０の中央周波数１２２０は、したがって、第１の中央周波数（ＦC1）１２２４から、第
２の中央周波数（ＦC2）１２２６へとシフトされてもよく、ここで、第１の中央周波数１
２２４は、第２の中央周波数１２２６より高いか、または、低いかのいずれかであっても
よい。パス帯域１２１２は、第１の帯域幅から、第２の帯域幅へと変更することができる
。
【００４７】
　制御信号１２２２は、直流（ＤＣ）、交流（ＡＣ）、変調されたパルス幅（ＰＷＭ）、
デジタル、および／または、アナログ電圧であってもよい何らかの数の信号を含んでいて
もよい。さらに、制御信号１２２２は、デジタルワードまたは他のデジタル表現であって
もよく、ここで、調整可能フィルタ１２０２は、制御データを暗号解読するための適切な
ハードウェアおよび／またはソフトウェアを含む。したがって、調整可能フィルタ１２０
２の制御入力１２２８は、特定の調整可能フィルタ１２０２設計に依拠して、単一のコン
ダクタまたは複数のコンダクタを含んでいてもよい。適切な調整可能フィルタ１２０２の
例は、固定されたフィルタエレメント１２３０と、電圧可変キャパシタ（ＶＶＣ）、マイ
クロエレクトロメカニカルシステム（ＭＥＭＳ）コンポーネント、ダイオード、および、
バラクターのような１つ以上の同調可能エレメント１２３２とを含む。固定されたフィル
タエレメント１２３０と同調可能エレメント１２３２のタイプおよびサイズは、例えば、
中央周波数、帯域幅、中央周波数および／または帯域幅において要求されるチャージ、リ
ジェクション、ならびに、最大損失のようないくつかの要因に依拠していてもよい。
【００４８】
　図１２を参照して説明した例にしたがうと、制御装置１２３４は、１つ以上の制御信号
１２２２を発生させて、送信機１２００の地理的ロケーションに基づいて、調整可能フィ
ルタ１２０２を調整する。送信機１２００の地理的ロケーションを示す、地理的ロケーシ
ョン情報１２３６は、いくつかの源の任意のものから決定および／または受信されてもよ
い。適切なロケーション情報源の例は、ＧＰＳロケーション情報、基地局から送信された
ロケーションデータ、メモリ１２３８中の、デバイス内のプログラムされたロケーション
データを含む。これらの例を、以下でより完全に説明する。（例えば、ワイヤレス通信デ
バイス／基地局において記憶された）プログラムされたデータは、送信機１２００の動作
の予期されるロケーションに基づいており、これは、送信機１２００が動作の予期される
領域の外側で動作しているときの送信機１２００の実際のロケーションを反映しないかも
しれない。
【００４９】
　送信機１２００を参照して説明するブロックのさまざまな機能および演算は、ソフトウ
ェア、ハードウェア、および／または、ファームウェアの任意の組み合わせを使用して、
任意の数のデバイス、回路、または、エレメント中で実現されてもよい。機能ブロックの
２つ以上のものは、単一のデバイス中で統合されてもよく、何らかの単一のデバイス中で
実行されるとして説明した機能は、いくつかのデバイスにわたって実現されてもよい。例
えば、何らかの状況において、信号プロセッサ１２０６の機能の少なくとも一部を、制御
装置１２３４によって実行してもよい。さらに、信号プロセッサ１２０６によって実行さ
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れる信号処理が、調整可能フィルタ１２０２によって送信データ１２０４がフィルタされ
た後で実行される、送信機１２００の他の構成も実現されてもよい。
【００５０】
　上で記述したように、図２は、サンプル領域配置の例を示す。図２に図示した例に対し
て、３つの領域２０２、２０４、２０６が示されている。
【００５１】
　１つの観点では、制御装置１２３４は、ロケーション情報１２３６を評価して、その中
に送信機１２００が位置している領域を決定してもよい。数多くの知られている技術のう
ちの何らかのものを使用して、送信機１２００の地理的ロケーションが、特定の領域内に
あるか否かを決定してもよい。領域を決定した後で、制御装置１２３４は、適切な制御信
号１２２２を制御入力１２２８に提供して、周波数応答１２１０を、その中に送信機１２
００が位置している領域に対応する応答へと調整してもよい。ここで説明するように、制
御装置１２３４は、領域に加えての、または、領域に代わる、他の要因に基づいて、調整
可能フィルタ１２０２をさらに調整してもよい。
【００５２】
　図３－８は、上記に詳細に説明したが、調整可能送信フィルタに適用できる周波数応答
調整の例に対する周波数スペクトルのグラフィカルな表現である。図３－８に示した調整
は、さまざまな理由のために行われてもよく、さまざまなフィルタタイプに関連して行わ
れてもよい。
【００５３】
　図１３Ａは、送信機１２００のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報１
２３６がグローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機１３０２から受信される。
上で説明したように、ＧＰＳ受信機１３０２は、衛星から信号を受信して、地理的ロケー
ションを決定する。いくつかの状況では、ワイヤレス通信システムを通して、支援データ
が送信機１２００を囲っているデバイスに提供されてもよい。さらに、少なくとも部分的
に、位置決定エンティティ（ＰＤＥ）または他のネットワーク装置によって、地理的ロケ
ーションを決定するための計算が実行されてもよい。二次的無線９０４と受信機を点線で
示して、いくつかの状況において、ＧＰＳ関連情報が無線から受信されてもよいことを示
した。したがって、送信機１２００および／または異なる周波数帯域内で通信している二
次的無線９０４における受信機と同じネットワークと通信している受信機１００が、ロケ
ーションＧＰＳ情報を決定することに関連して少なくともいくつかの情報を提供してもよ
い。ＧＰＳ受信機１３０２から制御装置１２３４によって受信されるロケーション情報１
２３６を処理して、送信機が位置しているサービス領域を決定してもよい。
【００５４】
　図１３Ｂは、送信機１２００のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報１
２３６がワイヤレス通信システムの１つ以上の基地局および／または（示していない）基
地局制御装置から受信される。例えば、受信機１３０４は、基地局からロケーション情報
１２３６を受信する。制御装置１２３４によって受信されたロケーション情報１２３６を
処理して、送信機が位置しているサービス領域を決定する。
【００５５】
　図１３Ｃは、送信機１２００のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報１
２３６が二次的無線１３０６を通して受信される。二次的無線１００２中の受信機は、送
信機１２００が通信しているワイヤレス通信システムとは異なるワイヤレス通信システム
の１つ以上の基地局および／または（示していない）基地局制御装置から、ロケーション
情報を受信する。制御装置１２３４によって受信されたロケーション情報１２３６を処理
して、送信機１２００が位置しているサービス領域を決定する。
【００５６】
　図１３Ｄは、送信機１２００のブロック図であり、ここで、制御装置１２３４が送信コ
ード１１に基づいて、フィルタ１０２を調整する。送信コードは、動作の前に割り当てら
れてメモリ１２３８に記憶されてもよく、ネットワークによって動的に割り当てられても
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よい。さらに、送信コード１１は、ネットワークによって割り当てられて、後の検索のた
めに引き続いてメモリ１２３８中に記憶されてもよい。図１３Ｄ中の点線は、送信コード
が、特定の状況および実現に依拠して、任意のさまざまな源または源の組み合わせを通し
て受信されてもよいことを示す。制御装置１２３４は、少なくとも部分的に送信コード１
１に基づいて、フィルタ１０２を調整してもよい。いくつかの状況では、特定の送信コー
ドは、特定の領域だけに割り当てられてもよいので、割り当てられた送信コードは、送信
機１２００を含んでいるデバイスの地理的ロケーションを示してもよい。したがって、送
信コード１１は、いくつかの状況においてロケーション情報１３２であってもよい。送信
コード１１情報、ロケーション情報、および／または、スペクトル条件の組み合わせに基
づいて、制御装置１２３４はフィルタ１０２を調整する。送信コード１１に基づいたフィ
ルタ調整の例は、ある帯域グループ内の全てのチャネルより少ないチャネルが送信コード
１１によって送信に対して割り当てられている状況を含み、制御装置１２３４は、中央周
波数および／または帯域幅を調整して、特定のチャネル割当に対する効率を最大化させ、
雑音を最小化させる。
【００５７】
　図１４は、送信機１２００のブロック図であり、ここで、地理的ロケーション情報が（
例えば、基地局またはワイヤレス通信デバイスの）送信機に関係するメモリ１２３８へと
プログラムされる。したがって、送信機１２００は、メモリ１２３８から地理的ロケーシ
ョン情報１２３６を受信できる。メモリ１２３８から制御装置１２３４によって受信され
たロケーション情報１２３６を処理して、送信機が位置しているサービス領域を決定する
。ある状況では、領域はメモリ１２３８中に記憶されてもよい。さらに制御信号を発生さ
せることに対応するパラメータが、メモリ中に記憶されてもよく、ここで、制御装置は、
ロケーション情報を処理して、領域に対応している記憶されたパラメータを選択してもよ
く、または、処理することなくパラメータを適用してもよく、ここで、パラメータは、プ
ログラムされた領域だけに適用される。図１４に示した例の１つの可能性ある利点は、送
信機の初期化を簡潔にするかもしれないことである。
【００５８】
　図１５Ａは、送信機１２００のブロック図であり、ここで、制御装置１２３４が周波数
スペクトル状況に基づいて、周波数応答１２１０を調整する。スペクトル分析器１５０２
は、周波数スペクトルに関する情報２０を提供する。スペクトル分析器１５０２は、選択
された周波数帯域内で送信された信号に関する情報を提供する、ハードウェア、ソフトウ
ェア、および／または、ファームウェアの何らかの組み合わせである。スペクトル分析器
の例は、エネルギー検出器、電力検出器、および、信号検出器を含む。スペクトル分析器
１５０２の実現は、プロセッサに接続された受信機を含み、ここで、プロセッサは特定の
周波数において、または特定の周波数帯域内で提示される送信エネルギーを決定する。し
たがって、プロセッサは、周波数帯域を通してデータを統合および処理して、送信された
信号があるかどうかを決定してもよい。したがって、いくつかの状況において、制御装置
１２３４の少なくとも一部と、送信機１２００を囲んでいるデバイス内の受信機を使用し
て、スペクトル分析器１５０２を実現してもよい。
【００５９】
　制御装置１２３４は、スペクトル情報２０を評価して、検出された信号に基づいて、調
整可能フィルタに対する適切な周波数応答を決定する。近傍のデバイスに対する干渉は、
検出された信号の周波数に近い周波数において、調整可能フィルタの減衰を増加させるこ
とによって減少されてもよい。いくつかの状況では、周波数および変調のような、検出さ
れた信号の特性は、信号を送信したデバイスのタイプを示してもよく、制御装置は、検出
されていないが、干渉デバイスの識別に基づいて予期される予期信号に基づいてフィルタ
を調整してもよい。さらに、検出された信号の特性は、地理的領域を示してもよく、制御
装置は識別された地理的領域に基づいてフィルタを調整してもよい。したがって、スペク
トル分析は、フィルタの調整を間接的にもたらす情報を明らかにしてもよい。さらに、制
御装置は、検出された信号のエネルギー、電力、または、振幅に基づいて、周波数応答の
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減衰のレベルを調整してもよい。
【００６０】
　いくつかの状況において、スペクトル分析に基づいて、フィルタの帯域幅が増加されて
もよく、または、ストップ帯域の減衰が減少されてもよい。例えば、何の信号も検出され
ない場合、または、非常に低いレベルのわずかな信号しか検出されない場合、制御装置１
２３４は、送信信号の振幅を増加させるために、リジェクションを減少させてもよい。
【００６１】
　周波数応答に対する調整は、計算された値に基づいて可変であってもよく、または、制
限された数の予め規定された応答のうちの１つであってもよい。計算が実行されるところ
では、制御信号は、計算された値に基づいており、帯域幅、中央周波数、または、他の特
性に設定するための、任意のさまざまな値および組み合わせであってもよい。１組の周波
数応答から応答が選択されるところでは、スペクトル分析が、表もしくは他の相関技術か
ら選択できる特定の好ましい周波数応答を検出する状況を示す。例えば、検出された信号
が、近傍のデバイスが、ブルートゥース無線通信に従事していることを示す場合、周波数
応答に対応する記憶されたパラメータにしたがって、制御信号を提供することによって、
ブルートゥース通信に対する全てのまたはほとんどの干渉を最小化させるように設計され
た周波数応答が採用される。
【００６２】
　図１５Ｂは、送信機１２００のブロック図であり、ここで、制御装置１２３４は、送信
機１２００を囲っているデバイス内の内部無線（二次的無線）のステータスに基づいて、
周波数応答を調整する。したがって、送信機１２００を含むデバイスは、少なくとも２つ
の周波数帯域内で信号を受信することができる、デュアルモード通信デバイスまたはマル
チモード通信デバイスである。図１５Ｂは、単一の二次的無線１５０４を図示する。しか
しながら、その中で送信機１２００が実現される通信デバイスは、１つより多い追加的な
内部無線１５０４を含んでもよい。さらに、二次的無線１５０４は、１つより多い周波数
帯域内で動作できてもよい。
【００６３】
　二次的無線１５０４は、無線１５０４のステータスに関する情報３０を提供する。ステ
ータスは、１つ以上の以下のパラメータとともに、他のパラメータを含んでもよい。すな
わち、オン／オフステータス（無線が起動され、動作しているかどうか）、送信ステータ
ス（無線が送信しているかどうか）、受信ステータス（無線が信号を受信しているかどう
か）、送信周波数ステータス（送信された信号の周波数または周波数帯域）、受信周波数
ステータス（受信信号の周波数または周波数帯域）、変調ステータス（送信された信号に
使用される変調のタイプ）、および、信号電力ステータス（送信された信号の電力レベル
）である。制御装置１２３４は、情報３０を処理して、情報に基づいて適切な周波数応答
を選択して、二次的内部無線１５０４によって受信される信号に伴う干渉を最小化させる
。周波数応答の選択は、さまざまな計算または係数に基づいていてもよい。いくつかの例
は、パス帯域を狭くして、および／または、中央周波数をシフトさせて、送信機１２００
の送信帯域に近い二次的無線受信信号に対する干渉を最小化させることを含んでいてもよ
く、パス帯域を狭くして、および／または、中央周波数をシフトさせて、送信機１２００
によって引き起こされた、スプリアスの出力および相互変調コンポーネントからの干渉を
最小化させ、パス帯域を広くして、および／または、中央周波数をシフトさせて、二次的
無線がアクティブでなく、または、受信していないときに、信号対雑音比を増加させる。
さらに、調整可能フィルタがフロントエンドではなく、送信機の段間内にあるところでは
、信号コンポーネントの相互変調歪みが、二次的無線１５０４から送信機１２００へと漏
れるのを防止するために、周波数応答が調整されてもよい。
【００６４】
　図１６は、制御信号で、調整可能フィルタの周波数応答を確立する方法のフローチャー
トである。ステップ１６０２において、調整可能フィルタの所望の周波数応答（例えば、
調整可能受信帯域フィルタまたは調整可能送信帯域フィルタ）が受信機または送信機に対
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して確立される。所望の周波数応答は、例えば、受信機もしくは送信機の地理的ロケーシ
ョン、受信機または送信機が位置しているまたは位置していると予期される領域、および
／または、デバイス内で動作している無線の数の決定（例えば、動作周波数応答）に基づ
いていてもよい。
【００６５】
　ステップ１６０２において、所望の周波数応答を確立するために制御信号が発生されて
もよい。１つの観点では、制御信号は、制御装置によって発生されてもよい。
【００６６】
　図１７は、ロケーション情報に基づいてフィルタを調整する方法のフローチャートであ
る。方法は、ソフトウェア、ハードウェア、および／または、ファームウェアの任意の組
み合わせによって実施されてもよい。例えば、方法は、制御装置１３０、１２３８上のコ
ードを実行することによって、少なくとも部分的に実施される。
【００６７】
　ステップ１７０２において、ロケーション情報が受信される。ロケーション情報は、Ｇ
ＰＳ受信機によって提供されてもよく、基地局から受信されてもよく、メモリから受け取
られてもよく、または、周波数スペクトルのスペクトル分析を評価することによって決定
されてもよい。
【００６８】
　ステップ１７０４において、ロケーション情報に基づいて、地理的領域を決定する。制
御装置は、ロケーション情報と記憶されているデータとを比較することによって、ロケー
ションの地理的領域を決定する。
【００６９】
　ステップ１７０６において、適切な制御信号を発生させるためのパラメータが領域から
決定される。調整可能フィルタの所望の周波数応答は、決定された周波数応答に対応して
いる領域とパラメータに基づいて決定される。制御信号を決定するための適切な技術の例
は、メモリ中に記憶され、領域に関係付けられたパラメータを検索することを含む。例え
ば、メモリ中に記憶されている表は、各領域に対応しているパラメータまたは１組のパラ
メータを提供してもよい。
【００７０】
　ステップ１７０８において、パラメータに基づいて、制御信号を発生させる。パラメー
タは、コード、振幅、周波数、電圧、ビットストリーム、または、制御装置がフィルタ１
０２を調整するための制御信号を発生させるのを可能にする、他の任意のデータを含んで
もよい。
【００７１】
　図１８は、スペクトル情報に基づいてフィルタを調整する方法のフローチャートである
。方法は、ハードウェア、ソフトウェア、および／または、ファームウェアの任意の組み
合わせによって実施されてもよい。例えば、方法は、制御装置１３０、１２３８上のコー
ドを実行することによって、少なくとも部分的に実施される。
【００７２】
　ステップ１８０２において、スペクトル情報２０を受信する。スペクトル情報２０は、
例えば、スペクトル分析器によって提供される。スペクトル情報は、信号が検出された特
定の周波数または周波数帯域、検出された信号雑音レベルのエネルギーレベル、または、
周波数スペクトルを記述する、他の任意の特性を識別してもよい。
【００７３】
　ステップ１８０４において、適切な制御信号を発生させるためのパラメータが、スペク
トル情報２０から決定される。調整可能フィルタの所望の周波数応答が、干渉に対する可
能性に基づいて決定され、周波数応答に対応するパラメータが決定される。いくつかの状
況では、スペクトル分析に基づいて、動作の領域を決定し、領域を使用して、上に記述し
たようなパラメータを決定する。
【００７４】
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　ステップ１８０６において、パラメータに基づいて、制御信号を発生させる。パラメー
タは、コード、振幅、周波数、電圧、ビットストリーム、または、制御装置がフィルタ１
０２を調整するための制御信号を発生させるのを可能にする、他の任意のデータを含んで
もよい。
【００７５】
　図１９は、二次的無線ステータスに基づいてフィルタを調整する方法のフローチャート
である。方法は、ハードウェア、ソフトウェア、および／または、ファームウェアの任意
の組み合わせによって実施されてもよい。例えば、方法は、制御装置１３０、１２３８上
のコードを実行することによって、少なくとも部分的に実施される。
【００７６】
　ステップ１９０２において、内部無線ステータス情報３０が制御装置によって決定され
る。制御装置は、受信情報から、または、測定された値から、デバイス内の二次的無線の
ステータスを決定してもよい。したがって、制御装置は、二次的無線が信号を送信または
受信しているか否か、アクティブであるか否か、および、どの周波数が無線によって使用
されているかのような、二次的無線の現在の状態および動作に関する特性を決定する。上
で説明したように、他の特性が評価または決定されてもよい。
【００７７】
　ステップ１９０４において、適切な制御信号を発生させるためのパラメータが、無線ス
テータス情報３０からから決定される。調整可能フィルタの所望の周波数応答が、干渉に
対する可能性に基づいて決定され、周波数応答に対応するパラメータが決定される。
【００７８】
　ステップ１９０６において、パラメータに基づいて、制御信号が発生される。パラメー
タは、コード、振幅、周波数、電圧、ビットストリーム、または、制御装置がフィルタ１
０２を調整するための制御信号を発生させるのを可能にする、他の任意のデータを含んで
もよい。
【００７９】
　図２０は、送信コード１１に基づいてフィルタ１０２を調整する方法のフローチャート
である。方法は、ハードウェア、ソフトウェア、および／または、ファームウェアの任意
の組み合わせによって実施されてもよい。例えば、方法は、制御装置１３０、１２３８上
のコードを実行することによって、少なくとも部分的に実施される。
【００８０】
　ステップ２００２において、制御装置１３０、１２３８は、送信コードを決定する。送
信コードはメモリに記憶されてもよく、動作の前に割り当てられて記憶されてもよく、ネ
ットワークによって動的に割り当てられて記憶されてもよい。さらに、送信コード１１は
、ネットワークによって割り当てられて、メモリ中に記憶されてもよい。上で説明したよ
うに、送信コードは、特定の状況および実現に依拠して、任意のさまざまな源または源の
組み合わせを通して受信されてもよい。
【００８１】
　ステップ２００４において、制御装置は、割り当てられた送信コードに対応する、フィ
ルタパラメータを決定する。決定は、特定の実現に依拠して、送信コードだけに基づいて
いてもよく、さまざまな係数と重み付けスキームに基づいていてもよい。いくつかの状況
では、特定の送信コードは、特定の領域だけに割り当てられてもよいので、割り当てられ
た送信コードは、デバイスの地理的ロケーションを示してもよい。したがって、送信コー
ド１１は、いくつかの状況においてロケーション情報１３２であってもよい。送信コード
１１情報、ロケーション情報、および／または、無線アクティビティ情報の組み合わせに
基づいて、制御装置１３４はフィルタパラメータを決定してもよい。送信コード１１に基
づいたフィルタパラメータの決定の例は、ある帯域グループ内の全てのチャネルより少な
いチャネルが送信コード１１によって割り当てられている状況を含み、制御装置１３４は
、中央周波数および／または帯域幅を調整して、特定のチャネル割当に対する効率を最大
化させ、雑音を最小化させる。
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【００８２】
　ステップ２００６において、フィルタを調整するために、制御信号を発生させる。制御
信号は、フィルタを調整して、決定された所望のフィルタパラメータを、フィルタが持つ
ように構成させる。
【００８３】
　当業者は、さまざまな異なる技術および技法を使用して情報および信号を表してもよい
ことを理解するだろう。例えば、上の説明を通して参照された、データ、命令、コマンド
、情報、信号、ビット、シンボルおよびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁気
の粒子、光学界または光の粒子、あるいはこれらの何らかの組み合わせにより、表しても
よい。
【００８４】
　ここで開示した実施形態に関連して述べられた、さまざまな例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路およびアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、あるいは双方の組み合わせたものとして実現されてもよいことを当業者はさらに
正しく認識するであろう。ハードウェアおよびソフトウェアの交換可能性を明確に図示す
るために、さまざまな例示的な構成部品、ブロック、モジュール、回路およびステップを
一般的にこれらの機能に関して上述した。そのような機能がハードウェアあるいはソフト
ウェアとして実現されるか否かは、特定の応用および全体的なシステムに課せられた設計
の制約に依存する。当業者は、それぞれの特定の応用に対して方法を変化させて、述べて
きた機能を実現してもよいが、そのような実現決定は、本発明の範囲からの逸脱を生じさ
せるものとして解釈すべきではない。
【００８５】
　ここで開示した実施形態に関連して述べた、さまざまな例示的な論理的ブロック、モジ
ュールおよび回路は、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラム可能ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）また
は他のプログラム可能ロジックデバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジ
ック、ディスクリートハードウェア構成部品、あるいは、ここで述べてきた機能を実施す
るために設計されたこれらの組み合わせで、実現されるか、あるいは、実施されてもよい
。汎用プロセッサはマイクロプロセッサでもよいが、代替実施形態では、プロセッサは、
何らかの従来のプロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、状態機械であってもよい。プ
ロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせとして、例えば、ＤＳＰとマ
イクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアを備えた１つ以
上のマイクロプロセッサ、あるいは、このような構成の他の何らかのものとして実行して
もよい。
【００８６】
　ここで開示した実施形態と関連して述べた方法またはアルゴリズムのステップは、直接
、ハードウェアで、プロセッサにより実行されるソフトウェアモジュールで、あるいは、
２つの組み合わせで具体化してもよい。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ メモリ、フ
ラシュメモリ、ＲＯＭ メモリ、電気的プログラム可能ＲＯＭ （ＥＰＲＯＭ ）メモリ、
電気的消去可能プログラム可能ＲＯＭ （ＥＥＰＲＯＭ ）メモリ、レジスタ、ハードディ
スク、リムーブバルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ 、あるいは、技術的に知られている他の何
らかの形態の記憶媒体に存在していてもよい。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒
体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッサに結合
される。代替実施形態では、記憶媒体はプロセッサと一体化されてもよい。プロセッサお
よび記憶媒体は、ＡＳＩＣ に存在してもよい。ＡＳＩＣ はユーザ端末に存在してもよい
。代替実施形態では、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中のディスクリート構成
部品として存在してもよい。
【００８７】
　１つ以上の例示的な実施形態において、説明した機能を、ハードウェアや、ソフトウェ
アや、ファームウェアや、または、これらの任意の組み合わせによって実現してもよい。
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ソフトウェアで実現される場合、機能を、コンピュータ読取可能媒体中の１つ以上の命令
またはコードとして記憶させてもよく、あるいは、コンピュータ読取可能媒体上で送信し
てもよい。コンピュータ読取可能媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場
所へのコンピュータプログラムの転送を容易にさせる任意の媒体を含む通信媒体との両方
を含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされることができる
任意の利用可能な媒体であってもよい。例として、これらに制限される訳ではないが、こ
のようなコンピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、
および他の光学ディスク、磁気ディスクストレージまたは磁気ストレージ装置、あるいは
、所望のプログラムコードを命令またはデータ構造の形態で搬送または記憶するのに使用
されることができ、かつ、コンピュータによってアクセスされることができる、他の任意
の媒体を含むことができる。また、任意の接続は、厳密にコンピュータ読取可能媒体とし
て呼ばれる。例えば、ソフトウェアが、ウェブサイト、サーバ、または、他の遠隔源から
、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、撚線対、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、また
は、赤外線、無線、マイクロウェーブのようなワイヤレス技術を使用して送られる場合、
同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、撚線対、ＤＳＬ、または、赤外線、無線、マイク
ロウェーブのようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれるものとする。ディスク（ｄ
ｉｓｋとｄｉｓｃ）は、ここで使用するように、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザー
ディスク（登録商標）、光学ディスク、デジタル汎用ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（
登録商標）ディスク、ブルーレイ（登録商標）ディスクを含み、ここで、ディスク（ｄｉ
ｓｋ）は、通常は、磁気的にデータを再生し、ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザーで光学
的にデータを再生する。上記のものの組み合わせがまた、コンピュータ読取可能媒体の範
囲内に含まれるだろう。
【００８８】
　開示した実施形態のこれまでの記述は、当業者が本発明を製作または使用できるように
提供した。これらの実施形態に対するさまざま改良は当業者に容易に明らかとなり、ここ
に定義された一般的な原理は、本発明の精神および範囲を逸脱することなく、他の実施形
態に適用されてもよい。したがって、本発明はここに示された実施形態に限定されること
を意図しているものではなく、ここで開示されている原理および新しい特徴と一致した最
も広い範囲に一致させるべきである。
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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月12日(2011.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス受信機において、
　制御信号に応答して、調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する調整可能受信
帯域フィルタと、
　前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、前記制御信号を発生させるよ
うに構成されている制御装置と
を具備するワイヤレス受信機。
【請求項２】
　前記周波数応答は、ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、パス帯域
内の周波数を有している所望の信号より多く減衰させるためのパス帯域およびストップ帯
域を含み、
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、第１の中央周波数におい
てパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中央周波数においてパス帯域
の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答を選択する、請求項１記載
のワイヤレス受信機。
【請求項３】
　前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、第２の帯域
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幅を有する、請求項２記載のワイヤレス受信機。
【請求項４】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、複数の領域周波数応答の
うちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有する第１の領
域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有する第２の領
域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、請求項３記載のワイヤレス受信機。
【請求項５】
　前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定されている
、請求項４記載のワイヤレス受信機。
【請求項６】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、少なくとも１つの
割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づいて、周波数
応答を選択する、請求項４記載のワイヤレス受信機。
【請求項７】
　ロケーション情報は、ワイヤレス受信機の地理的ロケーションを示しているグローバル
ポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機から受信される、請求項１記載のワイヤレス受
信機。
【請求項８】
　前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、請求項７記載のワイヤレス受信機。
【請求項９】
　複数の地理的領域のうちの１つの地理的領域を示している領域情報を受信するように構
成されている受信機をさらに具備し、
　前記制御装置は、制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択
するようにさらに構成されている、請求項１記載のワイヤレス受信機。
【請求項１０】
　前記地理的ロケーションを示しているロケーション情報を受信するように構成されてい
る受信機をさらに具備し、
　前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、複数の地理的領域のうちの１つの地理的領域を決
定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、請求項１記載のワイヤレス受信機。
【請求項１１】
　前記複数の地理的領域のうちの１つの地理的領域を記憶するように構成されているメモ
リをさらに具備し、
　前記制御装置は、制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択
するように、さらに構成されている、請求項１記載のワイヤレス受信機。
【請求項１２】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、検出された干渉に
基づいて周波数応答を選択する、請求項１記載のワイヤレス受信機。
【請求項１３】
　制御信号で、ワイヤレス受信機中の調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する
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ことと、
　制御装置で、前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、制御信号を発生
させることと
を含む方法。
【請求項１４】
　前記周波数応答を確立することは、
　ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、パス帯域内の周波数を有して
いる所望の信号より多く減衰させることと、
　第１の中央周波数においてパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中
央周波数においてパス帯域の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答
を選択することと
を含む、請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、第２の帯域
幅を有する、請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、複数の領域周波数応答の
うちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有している第１
の領域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有している第２
の領域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定されている
、請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、少なくとも１つの
割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づいて、周波数
応答を選択する、請求項１６記載の方法。
【請求項１９】
　グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機で、前記ワイヤレス受信機の地理
的ロケーションを決定することをさらに含む、請求項１３記載の方法。
【請求項２０】
　前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信システムから、前記地理的ロケーションを示しているロケーション情報
を受信することをさらに含む、請求項１３記載の方法。
【請求項２２】
　前記複数の地理的領域のうちの１つの地理的領域をメモリに記憶させることと、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択することと
をさらに含む、請求項１３記載の方法。
【請求項２３】
　コンピュータにより実行されるときに、前記コンピュータにステップを実施させる命令
を含むコンピュータ読取可能記憶媒体において、



(32) JP 2012-517199 A 2012.7.26

　前記ステップは、
　制御信号で、ワイヤレス受信機中の調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する
ことと、
　制御装置で、前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、制御信号を発生
させることと
を含むコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項２４】
　前記周波数応答を確立することは、
　ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、パス帯域内の周波数を有して
いる所望の信号より多く減衰させることと、
　第１の中央周波数においてパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中
央周波数においてパス帯域の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答
を選択することと
を含む、請求項２３記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項２５】
　前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、第２の帯域
幅を有する、請求項２４記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項２６】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、複数の領域周波数応答の
うちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有している第１
の領域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有している第２
の領域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、請求項２５記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項２７】
　前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定されている
、請求項２６記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項２８】
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、少なくとも１つの
割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づいて、周波数
応答を選択する、請求項２６記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項２９】
　前記ステップは、
　グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機で、前記ワイヤレス受信機の地理
的ロケーションを決定することをさらに含む、請求項２３記載のコンピュータ読取可能記
憶媒体。
【請求項３０】
　前記ステップは、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定することと、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択することと
をさらに含む、請求項２９記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項３１】
　前記ステップは、
　前記複数の地理的領域のうちの１つの地理的領域をメモリに記憶させることと、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択することと
をさらに含む、請求項２３記載のコンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項３２】
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　ワイヤレス受信機手段において、
　制御信号に応答して、調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する調整可能受信
帯域フィルタ手段と、
　前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、前記制御信号を発生させるよ
うに構成されている制御装置手段と
を具備するワイヤレス受信機手段。
【請求項３３】
　前記周波数応答は、ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、パス帯域
内の周波数を有している所望の信号より多く減衰させるためのパス帯域およびストップ帯
域を含み、
　前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号に応答して、第１の中央周波数に
おいてパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中央周波数においてパス
帯域の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答を選択する、請求項３
２記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項３４】
　前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、第２の帯域
幅を有する、請求項３３記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項３５】
　前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号に応答して、複数の領域周波数応
答のうちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有している第１
の領域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有している第２
の領域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、請求項３４記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項３６】
　前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定されている
、請求項３５記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項３７】
　前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号にさらに応答して、少なくとも１
つの割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づいて、周
波数応答を選択する、請求項３６記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項３８】
　前記ワイヤレス受信機手段の地理的ロケーションを示すためのグローバルポジショニン
グシステム（ＧＰＳ）受信機をさらに備える、請求項３２記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項３９】
　前記制御装置手段は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、請求項３８記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項４０】
　前記複数の地理的領域のうちの１つの地理的領域を記憶するように構成されているメモ
リ手段をさらに具備し、
　前記制御装置手段は、制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を
選択するようにさらに構成されている、請求項３２記載のワイヤレス受信機手段。
【請求項４１】
　前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号にさらに応答して、検出された干
渉に基づいて周波数応答を選択する、請求項３２記載のワイヤレス受信機手段。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　開示した実施形態のこれまでの記述は、当業者が本発明を製作または使用できるように
提供した。これらの実施形態に対するさまざま改良は当業者に容易に明らかとなり、ここ
に定義された一般的な原理は、本発明の精神および範囲を逸脱することなく、他の実施形
態に適用されてもよい。したがって、本発明はここに示された実施形態に限定されること
を意図しているものではなく、ここで開示されている原理および新しい特徴と一致した最
も広い範囲に一致させるべきである。　
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［１］ワイヤレス受信機において、
　制御信号に応答して、調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する調整可能受信
帯域フィルタと、
　前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、前記制御信号を発生させるよ
うに構成されている制御装置と
を具備するワイヤレス受信機。
　　［２］前記周波数応答は、ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、
パス帯域内の周波数を有している所望の信号より多く減衰させるためのパス帯域およびス
トップ帯域を含み、
　前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、第１の中央周波数におい
てパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中央周波数においてパス帯域
の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答を選択する、上記［１］の
ワイヤレス受信機。
　　［３］前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、第
２の帯域幅を有する、上記［２］のワイヤレス受信機。
　　［４］前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、複数の領域周波
数応答のうちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有する第１の領
域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有する第２の領
域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、上記［３］のワイヤレス受信機。
　　［５］前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定さ
れている、上記［４］のワイヤレス受信機。
　　［６］前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、少なくと
も１つの割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づいて
、周波数応答を選択する、上記［４］のワイヤレス受信機。
　　［７］ロケーション情報は、ワイヤレス受信機の地理的ロケーションを示しているグ
ローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機から受信される、上記［１］のワイヤ
レス受信機。
　　［８］前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、上記［７］のワイヤレス受信機。
　　［９］複数の地理的領域のうちの地理的領域を示している領域情報を受信するように
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構成されている受信機をさらに具備し、
　前記制御装置は、制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択
するようにさらに構成されている、上記［１］のワイヤレス受信機。
　　［１０］前記地理的ロケーションを示しているロケーション情報を受信するように構
成されている受信機をさらに具備し、
　前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、複数の地理的領域のうちの地理的領域を決定する
ように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、上記［１］のワイヤレス受信機。
　　［１２］前記複数の地理的領域のうちの地理的領域を記憶するように構成されている
メモリをさらに具備し、
　前記制御装置は、制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択
するように、さらに構成されている、上記［１］のワイヤレス受信機。
　　［１３］前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、検出さ
れた干渉に基づいて周波数応答を選択する、上記［１］のワイヤレス受信機。
　　［１４］制御信号で、ワイヤレス受信機中の調整可能受信帯域フィルタの周波数応答
を確立することと、
　制御装置で、前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、制御信号を発生
させることと
を含む方法。
　　［１５］前記周波数応答を確立することは、
　ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、パス帯域内の周波数を有して
いる所望の信号より多く減衰させることと、
　第１の中央周波数においてパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中
央周波数においてパス帯域の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答
を選択することと
を含む、上記［１４］の方法。
　　［１６］前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、
第２の帯域幅を有する、上記［１５］の方法。
　　［１７］前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、複数の領域周
波数応答のうちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有している第１
の領域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有している第２
の領域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、上記［１６］の方法。
　　［１８］前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定
されている、上記［１７］の方法。
　　［１９］前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、少なく
とも１つの割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づい
て、周波数応答を選択する、上記［１７］の方法。
　　［２０］グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機で、前記ワイヤレス受
信機の地理的ロケーションを決定することをさらに含む、上記［１４］の方法。
　　［２１］前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、上記［２０］の方法。
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　　［２２］ワイヤレス通信システムから、前記地理的ロケーションを示しているロケー
ション情報を受信することをさらに含む、上記［１４］の方法。
　　［２３］前記複数の地理的領域のうちの地理的領域をメモリに記憶させることと、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択することと
をさらに含む、上記［１４］の方法。
　　［２４］実行されるときに、ステップを実施する命令を含むコンピュータプログラム
製品において、
　前記ステップは、
　制御信号で、ワイヤレス受信機中の調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する
ことと、
　制御装置で、前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、制御信号を発生
させることと
を含むコンピュータプログラム製品。
　　［２５］前記周波数応答を確立することは、
　ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を、パス帯域内の周波数を有して
いる所望の信号より多く減衰させることと、
　第１の中央周波数においてパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中
央周波数においてパス帯域の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答
を選択することと
を含む、上記［２４］のコンピュータプログラム製品。
　　［２６］前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、
第２の帯域幅を有する、上記［２５］のコンピュータプログラム製品。
　　［２７］前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号に応答して、複数の領域周
波数応答のうちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有している第１
の領域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有している第２
の領域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、上記［２６］のコンピュータプログラム製品。
　　［２８］前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定
されている、上記［２７］のコンピュータプログラム製品。
　　［２９］前記調整可能受信帯域フィルタは、前記制御信号にさらに応答して、少なく
とも１つの割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基づい
て、周波数応答を選択する、上記［２７］のコンピュータプログラム製品。
　　［３０］実行されるときに、ステップを実施する命令をさらに含み、
　前記ステップは、
　グローバルポジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機で、前記ワイヤレス受信機の地理
的ロケーションを決定することをさらに含む、上記［２４］のコンピュータプログラム製
品。
　　［３１］前記制御装置は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、上記［３０］のコンピュータプログラム製品。
　　［３２］実行されるときに、ステップを実施する命令をさらに含み、
　前記ステップは、
　前記複数の地理的領域のうちの地理的領域をメモリに記憶させることと、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択することと
をさらに含む、上記［２４］のコンピュータプログラム製品。
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　　［３３］ワイヤレス受信機手段において、
　制御信号に応答して、調整可能受信帯域フィルタの周波数応答を確立する調整可能受信
帯域フィルタ手段と、
　前記ワイヤレス受信機の地理的ロケーションに基づいて、前記制御信号を発生させるよ
うに構成されている制御装置手段と
を具備するワイヤレス受信機手段。
　　［３４］前記周波数応答は、ストップ帯域内の周波数を有している所望でない信号を
、パス帯域内の周波数を有している所望の信号より多く減衰させるためのパス帯域および
ストップ帯域を含み、
　前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号に応答して、第１の中央周波数に
おいてパス帯域の中心を有している第１の周波数応答と、第２の中央周波数においてパス
帯域の中心を有している第２の周波数応答とのうちから周波数応答を選択する、上記［３
３］のワイヤレス受信機手段。
　　［３５］前記第１の周波数応答は、第１の帯域幅を有し、前記第２の周波数応答は、
第２の帯域幅を有する、上記［３４］のワイヤレス受信機手段。
　　［３６］前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号に応答して、複数の領
域周波数応答のうちから周波数応答を選択し、
　前記複数の領域周波数応答は、
　複数のチャネル帯域の第１の帯域グループを含む第１の領域パス帯域を有している第１
の領域周波数応答と、
　複数のチャネル帯域の第２の帯域グループを含む第２の領域パス帯域を有している第２
の領域周波数応答と
を含み、前記第１の帯域グループは、前記第２の帯域グループに含まれていない少なくと
も１つのチャネル帯域を含む、上記［３５］のワイヤレス受信機手段。
　　［３７］前記複数のチャネル帯域は、超広帯域（ＵＷＢ）通信標準規格によって規定
されている、上記［３６］のワイヤレス受信機手段。
　　［３８］前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号にさらに応答して、少
なくとも１つの割り当てられたチャネル帯域を示している割り当てられた送信コードに基
づいて、周波数応答を選択する、上記［３７］のワイヤレス受信機手段。
　　［３９］前記ワイヤレス受信機手段の地理的ロケーションを示すためのグローバルポ
ジショニングシステム（ＧＰＳ）受信機をさらに備える、上記［３３］のワイヤレス受信
機手段。
　　［４０］前記制御装置手段は、
　前記地理的ロケーションに基づいて、地理的領域を決定するように、
　制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を選択するように
さらに構成されている、上記［３９］のワイヤレス受信機手段。
　　［４１］前記複数の地理的領域のうちの地理的領域を記憶するように構成されている
メモリ手段をさらに具備し、
　前記制御装置手段は、制御信号を発生させて、前記地理的領域に対応する周波数応答を
選択するようにさらに構成されている、上記［３３］のワイヤレス受信機手段。
　　［４２］前記調整可能受信帯域フィルタ手段は、前記制御信号にさらに応答して、検
出された干渉に基づいて周波数応答を選択する、上記［３３］のワイヤレス受信機手段。
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